
7 年 9 月 29

和歌山県　高野町
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2 10 月 8 時 30
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高野町役場

担当者名　是松　直樹

高野町役場 役場前

住所 和歌山県伊都郡高野町大字高野山636番地

電話 0736-56-2932(直通）

※当日お披露目式終了後、役場前駐車場において簡単なデモを行います。

午前 分から

（趣旨・目的等）

企画公室企画ふるさと納税係

お問い合わせ先

※詳細は別紙

令和 日

資料提供

高野町版ライドシェア「のってこーや」出発式について

場　　所

高野町版ライドシェア「のってこーや」は利用者の予約に応じて運行するオンデマンド型
交通です。従来の路線バスのように決まったルートや時刻表にとらわれず、町民の
ニーズに合わせて柔軟に運行経路や時刻を調整します。タクシーのように個別対応で
はなく、複数の利用者が乗り合いで利用するため、費用を抑えつつ利便性を高めるこ
とができる交通モードとなっています。このように実証実験を行い住民の方の移動の
ニーズを把握し、今後の高野町の交通体系を構築していくものになります。

名　　称

日　　時 3 日

電話　0736-56-2932（内線231）

（金）

高野町版ライドシェア「のってこーや」出発式







事業目的

令和7年度高野町版ライドシェア【のってこーや】実証実験実施事業

高野山地区において、観光客・インバウンドの増加に伴いオーバーツーリズムの問題が発生しており、観光のハイシーズンにはタク
シー事業者も観光客の対応で手一杯となり、住民の依頼が断られるケースも多発している。

高野町として住民のニーズ等を把握するため、新規交通モードの実証実験を行う。事業者の人材不足も有り、2種免許不要の公共ライ
ドシェアを実施し、効率的な運行を行うためオンデマンド交通とし、ルート策定にはAIを用いることとする。
これにより、住民の、どの年代の人が、どのような目的で、どの曜日・時間に、どこからどこまで移動したいのかというデータ収集・

分析を行い、今後の高野町として持続可能な交通サービスを検討していく。

事業概要

●運行方式は公共ライドシェアとし、運転手は1種免許で認定講習を受けた者、車は高野町の
公用車（ハイエース形１０人乗り１台）を使用、運行形態はオンデマンドの乗合いとする

●ミーティングポイントを既存のバス停よりも事細かに設置し、より自宅の近くから乗降可能
●運行ルートについてはAIによる運行計画を策定し効率的な運行を行う
●乗降ポイントのどちらかには、役場・診療所・学びの杜を必須とし既存の事業者との住み分け
を行い、問題解決につなげる。

●週三日（月・火・金）の運行（診療所の眼科・整形外科の日程）
●対象者は高野町民限定で実施、運行範囲は高野山地区
●運行地区については毎年実施のタウンミーティングでの要望による
●予約方法については、LINE/アプリ/電話の3種類を用意することでデジタルディバイドに配慮
●実証実験は、通常期・繁忙期・閑散期として10月～12月の3ヶ月間
●実証実験の運行時間は9：00から12：00、13：00から16：00
●運賃は1ｋｍまでを500円、2kmまでを600円、2km以上は700円、身体障害者・子供は半額
●運賃はバスの運賃の約２倍の金額を設定し、既存の公共交通機関との競合を避ける
●高野町発行の外出支援助成券を使用可能とする

進捗状況 ・6月議会において補正予算が議案通過
・交通空白地帯解消補助金の交付申請中 交付決定後契約事務等を進める
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利用者からの予約（ユーザーアプリ、LINEアプリ、電話予約）を受け、
運行車両へ乗降予約情報および目的地までの運行ルートをリアルタイムで配信

AIを活用し
効率的な運行計画生成

専用アプリからの予約
シンプルな操作

リアルタイムに予約確認LINEを通じた予約

リアルタイム連携リアルタイム連携

ユーザーアプリ LINEアプリ

電話受付による代理予約
統合的な運行管理

管理者WEB ドライバーアプリ

デマンド配車システム

デマンドアプリ例

AIオンデマンドシステム、運行管理イメージ

ドライバー運行管理はスマホを用いて
遠隔で実施


